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現
在
、
日
本
全
国
の
大
学
、
短

期
大
学
の
総
計
は
１
，９
０
０
校
程

設
置
さ
れ
て
い
る
と
の
事
で
す
が

１
８
８
７
年
に
米
国
の
女
性
宣
教

師
サ
ラ
・
Ｃ
・
ス
ミ
ス
が
創
立
し

た
北
星
学
園
は
「
世
に
あ
っ
て
星

の
よ
う
に
輝
き
」
の
建
学
理
念
の

基
、
歴
史
と
伝
統
を
脈
々
と
継
承

し
、
本
年
度
、
創
立
１
３
２
周
年

を
迎
え
る
総
合
学
園
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
年
度
、
大
学
院
、
大

学
、
短
期
大
学
部
を
志
望
し
、
見

事
合
格
し
た
新
入
生
、
編
入
生
の

総
計
１
，１
４
１
名
の
皆
さ
ん
、
入

学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
入
学
式
と
し
て
初

め
て
利
用
し
た
、
札
幌
文
化
芸
術

　

２
０
１
８
年
４
月
に
着
任
し
、

１
年
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
間
、

北
星
学
園
大
学
・
同
短
期
大
学
部

の
将
来
を
ど
う
発
展
さ
せ
て
い
く

か
の
検
討
、
さ
ら
に
、
大
き
く
な
っ

た
本
学
を
運
営
し
て
い
く
た
め
の

委
員
会
等
に
多
く
の
時
間
が
か
か

り
ま
し
た
の
で
、
も
っ
と
円
滑
に

運
営
出
来
な
か
っ
た
の
か
と
１
年

を
振
り
返
っ
て
反
省
し
て
お
り
ま

す
。

　

少
し
肌
寒
い
天
候
で
し
た
が
、

４
月
５
日
（
金
）
に
、
４
階
席
ま

で
あ
る
、
新
し
く
で
き
た
札
幌
文

劇
場
「
ｈ
ｉ
ｔ
ａ
ｒ
ｕ
」
で
の
入

学
式
に
参
列
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
式
で
は
、
祝
辞
や
歓
迎
の

詞
と
し
て
、
大
坊
学
長
よ
り
、
学

ぶ
と
い
う
こ
と
は
先
が
あ
る
事

で
、
解
ら
な
い
こ
と
を
解
決
す
る

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
持
ち
続
け
、

文
系
・
理
系
の
複
合
的
な
知
識
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
等
、
学

生
生
活
の
重
要
点
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
酒
井
学
園
長
か
ら
は
、

創
立
者
サ
ラ
・
Ｃ
・
ス
ミ
ス
の

「
周
囲
の
人
達
と
社
会
に
貢
献
で

き
る
人
間
に
な
り
な
さ
い
」
、
モ

ン
ク
先
生
の
「
世
界
中
の
人
達
に

役
立
つ
よ
う
に
英
語
を
勉
強
し
な

さ
い
」
な
ど
の
創
立
初
期
の
北
星

化
芸
術
劇
場
ｈ
ｉ
ｔ
ａ
ｒ
ｕ
に
て

入
学
式
を
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
新
入
生
、
ご
家
族
の
皆
様

が
早
く
か
ら
来
場
さ
れ
、
会
場
の

造
り
に
関
心
を
持
た
れ
た
よ
う
で

す
。
多
数
の
方
々
に
ご
臨
席
を
い

た
だ
き
、
盛
大
な
入
学
式
と
な
り

ま
し
た
こ
と
に
篤
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
４
月
１
日
か
ら
の
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
経
て
、
９
日

か
ら
は
前
期
授
業
が
始
ま
り
ま
し

た
。
外
は
ま
だ
寒
い
の
で
す
が
、

連
日
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
広
場
や
各

処
で
昼
休
み
や
授
業
の
合
間
に
先

の
原
点
と
な
る
こ
と
ば
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
在
学
生
代
表
か
ら

は
、
常
に
問
題
意
識
を
高
く
持
つ

こ
と
、
苦
し
い
時
に
思
い
を
聞
い

て
く
れ
る
真
の
友
人
を
持
っ
て
ほ

し
い
な
ど
の
歓
迎
の
こ
と
ば
が
あ

り
、
新
入
生
代
表
か
ら
は
、
責
任

を
も
っ
て
自
ら
の
行
動
を
す
る
、

広
い
北
海
道
で
役
立
つ
知
識
を
持

ち
心
豊
か
な
学
生
に
な
る
こ
と
等

大
学
生
活
を
送
る
に
あ
た
っ
て
の

誓
い
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
入

学
生
一
同
あ
ら
た
め
て
、
北
星
学

園
の
一
員
に
な
っ
た
こ
と
を
実
感

し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
へ
の

元
号
ま
た
ぎ
に
入
学
し
た
皆
さ
ん

は
、
厳
し
い
受
験
勉
強
か
ら
解
放

さ
れ
、
北
星
学
園
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
り
校
花
で
も
あ
る
ラ
イ
ラ
ッ
ク

が
咲
き
乱
れ
る
開
学
以
来
最
高
に

教
育
設
備
の
整
っ
た
キ
ャ
ン
パ
ス

で
、
様
々
な
思
い
や
期
待
を
胸
に

抱
き
な
が
ら
、
良
き
友
と
出
会

い
、
学
業
や
サ
ー
ク
ル
活
動
等
の

輩
学
生
が
サ
ー
ク
ル
等
へ
の
勧
誘

を
盛
ん
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
入
学
者
数
は
、
以
下
の

通
り
で
す
（
括
弧
内
は
２
、
３
年

次
編
入
者
数
）。
文
学
部
英
文
学
科

１
２
５
（
１７
）、
心
理
・
応
用
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
９８
（
７
）、
経

済
学
部
経
済
学
科
１
６
３
（
３
）、

経
営
情
報
学
科
１
２
５
（
５
）、
経

済
法
学
科
１
２
９
（
１
）、
社
会
福

祉
学
部
福
祉
計
画
学
科
９３
（
１
）、

福
祉
臨
床
学
科
８１
（
５
）、
福
祉
心

理
学
科
８１
（
１
）、
短
期
大
学
部
英

文
学
科
１
０
９
、
生
活
創
造
学
科

８８
。
全
学
で
定
員
を
上
回
る
学
生

を
迎
え
ま
し
た
（
定
員
の
１
・
０８

倍
）
。
他
に
、
大
学
院
社
会
福
祉
学

研
究
科
（
修
士
４
、
博
士
１
）、
経

済
学
研
究
科
（
修
士
４
）
計
９
名

が
入
学
い
た
し
ま
し
た
。
な
お
、

３
月
１５
日
の
同
じ
会
場
で
の
卒
業

式
で
は
、
学
部
生
８
６
３
名
、
短

学
生
生
活
を
始
め
て
い
る
時
期
で

し
ょ
う
。
大
学
生
、
短
大
生
に
な

る
と
、
自
由
と
自
主
性
が
大
い
に

重
ん
じ
ら
れ
、
行
動
範
囲
も
交
友

関
係
も
大
き
く
広
が
る
な
か
で
、

社
会
の
仕
組
み
を
知
り
、
人
間
模

様
を
見
聞
す
る
機
会
が
増
え
ま

す
。
多
方
面
に
亘
る
情
報
が
氾
濫

し
て
い
る
現
代
に
於
い
て
、
世
俗

的
な
価
値
観
に
だ
け
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
正
確
な
情
報
を
身
に

つ
け
、
自
己
管
理
を
徹
底
し
、
学

生
時
代
に
し
か
出
来
な
い
経
験
を

し
、
入
学
し
た
目
的
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
将
来
を
見
据
え
て
、
青

春
を
謳
歌
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
護
者
の
皆
様
に
は
、
後
援
会

に
ご
入
会
い
た
だ
き
御
礼
申
し
あ

げ
ま
す
。
後
援
会
は
設
立
以
来
、

今
年
で
３５
年
目
に
な
り
ま
す
が
、

学
生
達
の
教
育
活
動
支
援
に
誠
心

誠
意
努
力
し
ま
す
の
で
、
御
協
力

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

期
大
学
部
生
２
０
９
名
、
大
学
院

修
了
者
１３
名
が
世
に
羽
ば
た
き
ま
し

た
（
卒
業
生
総
数
は
５
万
１
１
６
１

名
と
な
り
ま
し
た
。
）

　

ま
た
、
例
年
の
よ
う
に
、
春
学

期
英
米
中
韓
等
か
ら
の
留
学
生
２５

名
を
迎
え
、
キ
ャ
ン
パ
ス
は
一
気

に
国
際
色
豊
か
な
賑
わ
い
を
呈
し

て
お
り
ま
す
。

　

就
職
率
は
昨
年
を
上
回
わ
り
、

好
調
で
大
学
98
・
７
％
、
短
大
97
・

３
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

も
偏
に
本
学
の
卒
業
生
の
活
躍
と

ご
後
援
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
の

ご
支
援
の
お
蔭
と
存
じ
て
お
り
ま

す
。

　

大
学
の
教
育
・
研
究
活
動
に
、

後
援
会
の
皆
様
の
お
力
添
え
を
一

層
い
た
だ
き
、
本
学
の
社
会
的
役

割
を
さ
ら
に
高
め
る
よ
う
努
め
た

く
存
じ
ま
す
。

　4月5日（金）午後1時より、札幌文化芸術劇場「hitaru（ヒタル）」にて2019年度
入学式が開催されました。
　多くの方がご出席くださる中、大学3学部と短期大学部、大学院を含めた新入生総数
1,141名が喜びに満ちた笑顔で晴れの日を迎えました。オルガンの前奏、一同による讃美
歌「いつくしみ深き」合唱、チャプレンの聖書朗読と祈祷があり、学長の式辞、学園長の
祝辞がありました。その後、在学生代表による歓迎の言葉、新入生代表による誓いの言葉
を経て、吹奏楽部とチャペル・クワイアが谷川俊太郎氏作詞の学歌を披露し、讃美歌、祝
祷、後奏をもって入学式は終了いたしました。閉会後は、晴れやかな表情で記念撮影をす
る新入生の姿が多く見られました。これから始まる北星学園大学・短期大学部での生活が
有意義で実り多き時間となるよう願っています。

責
任
を
持
つ
心
豊
か
な
学
生

後
援
会
会
長
　
深
澤
　
秀
則

社
会
的
役
割
の

　
さ
ら
な
る
充
実
を
目
指
し
ま
す

学　

長
　
大
坊
　
郁
夫
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　入学式から一週間がたち、いよいよ本格的に
授業が始まろうとしています。オリエンテーショ
ンでは人数の多さに圧倒され、「履修登録」や
「概論」など聞き慣れない言葉に不安を感じま
したが、日が経つごとに少しずつ慣れてきまし
た。気楽に話しかけてくれる新しい友人や質問に親切に答えてくださる
先輩方、わからない事を丁寧に説明してくださる先生方のおかげで安心
して学生生活に励むことができそうです。好きな教科の授業を受けた
り、取らなければならない授業を見極めたりと今までできなかった「自
分で選択する」ということに喜びを感じています。自分で選択するとい
うことは、全ての責任を自分で負うことになり、時には失敗することも
あると思います。そんなときは失敗からも学べることがあると信じて前
向きに大学生活を過ごしていきたいです。新しいことを始めるときは臆
病になりがちですが、何事にも挑戦するという姿勢を大切にしたいと考
えています。学科の勉強に努めるのはもちろんですが、幅広い分野の知
識と教養を身に着け、今後の社会で活躍できる人になれるよう、邁進す
る4年間にしたいです。

　入学して約10日が経ちましたが、とても濃い10
日間になりました。最初のオリエンテーション
では、履修登録の仕組みを理解するのが一番大
変でした。高校にはない制度なので自ら時間割
を作ることがとても難しかったです。入学式が
終わりいよいよ授業が始まりました。まだ教室に行くのにも一苦労して
いる段階ですが、大学での授業を経験し、やはり大学では自ら学んでい
く姿勢がとても大事なのだと感じました。履修登録の単位計算、授業の
欠席の回数や成績、レポートの提出期限など、日々の自己管理を怠って
はいけないことが多くあると強く感じています。
　勉強面が大事なのは当たり前ですが、やはり大学生なので楽しみなが
ら学生生活を送ることも重要だと思います。僕は現時点では入ると決め
ているサークルや部活はありませんが、どこかには入ろうと思っていま
す。友達や先輩との輪を広げていくことでより楽しく大学生活が送れる
のだと思います。充実した4年間を過ごして、最後に卒業する時には「楽
しかった」と言えるように色々な面で努力して、悔いの残らない大学生
活を送りたいと思います。

　大学生活が始まり約一週間が経ち、今では新
たな友人とも出会い、充実した大学生活を送っ
ています。
　入学当初は広いキャンパスや、大人数で受ける
授業など高校とは全く違う環境に戸惑うことが多
くありました。また、時間割を自分で作成するという作業はとても難し
く、時間割の組み方や履修登録に迷う日々でした。しかし、友達と協力
し、先輩に助けてもらうなど、自分ですべて考えるのでなく色々な人の意
見を参考にすることで、自分にあった時間割の組み方を見つけられたと思
います。そして、わからないことや不安なことは一人で悩まず、仲間と協
力することが大切だと改めて感じました。
　大学と高校の大きな違いは、自由の多さだと思います。自分で受けた
い講義を決め、いつ大学に行くかなど、高校の時のようにすべてが決め
られている訳ではありません。しかし、それは全てが自分の責任になる
と思います。常に自分が今、何をすべきかを考え、責任ある行動を心が
けて生活していきたいと思います。
　私は将来、福祉関係の職業に就職したいと考えています。この四年間
を充実したものにして夢を実現できるように頑張りたいです。

　大学生活が始まり一週間が経ちました。広い
キャンパス内を行動することや、人の多さに圧
倒され、まだ不定期な授業日程や内容について
いくことに必死なので、早く慣れていきたいと
思っています。
　高校時代とは全く違った授業内容は難しいと感じながらも新鮮で、ま
た一般教養では高校では学ぶことのできなかった専門的な科目の授業を
受けることができ、楽しさを感じています。履修登録は全ての授業を自
由に自分自身で決めることができるので、将来役立つ科目を選ぶことも
できます。ですが、少し間違えると後戻りができないので、履修登録も
緊張感をもって慎重に選択し、自分の行動に責任を持たなければならな
いと感じました。そして、この大学生活で責任を持ち、自立した人間に
大きく成長していきたいです。
　短期大学は2年という短い期間しかありません。その2年は社会に出る
ための準備期間だと思います。なので、一日一日を無駄にせず将来を見
据えて、有意義な2年間にしていきたいです。
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◆
ご
相
談
く
だ
さ
い
◆

〜
学
費
納
入
に
つ
い
て
〜

授
業
料
等
学
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
毎

年
、
期
限
ま
で
の
納
入
を
お
願
い
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
学
費
に
関
す
る
諸
制

度
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

詳
細
は
今
年
度
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ガ
イ
ド

45
〜
48
頁
（
学
生
へ
の
配
付
冊
子
）
、
及

び
キ
ャ
ン
パ
ス
ガ
イ
ド
Ｗ
Ｅ
Ｂ
（http://

cg
w
.hokusei.ac.jp/

）
→
「
奨
学

金
・
学
費
・
実
習
費
」
→
「
学
費
と
Ｑ
＆

Ａ
」
「
奨
学
金
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

■
各
種
減
免
制
度

○
兄
弟
姉
妹
等
同
時
在
学
減
免

兄
弟
・
姉
妹
等
で
同
時
に
２
名
以
上
が

１
年
を
通
じ
て
在
学
さ
れ
て
い
る
場
合
、

そ
の
う
ち
お
一
人
以
外
の
方
の
「
教
育
充

実
費
」
及
び
「
後
援
会
費
」
を
全
額
免
除

い
た
し
ま
す
。
願
い
出
に
あ
た
っ
て
は
、

戸
籍
謄
本
の
添
付
を
お
願
い
し
て
お
り
ま

す
。
財
務
課
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

○
身
体
・
精
神
障
害
者
減
免

学
部
、
大
学
院
又
は
短
期
大
学
部
の
学

生
で
身
体
障
害
者
手
帳
も
し
く
は
精
神
障

害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
場
合
は
「
教
育
充

実
費
」
の
２
分
の
１
を
免
除
い
た
し
ま

す
。
財
務
課
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

○
修
学
困
窮
者
減
免

学
費
負
担
者
（
主
と
し
て
家
計
を
支
え

て
い
る
者
）
の
死
亡
・
病
気
・
自
己
都
合
以

外
の
理
由
で
の
失
職
（
解
雇
・
倒
産
等
）
や

災
害
等
に
よ
り
経
済
的
に
修
学
が
困
難
に

な
っ
た
学
部
又
は
短
期
大
学
部
の
学
生
に

対
す
る
減
免
制
度
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
状

況
に
よ
り
条
件
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
学

生
生
活
支
援
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
学
費
延
納
制
度

万
が
一
、
家
計
の
事
情
等
で
期
限
ま
で

の
納
入
が
困
難
な
場
合
は
、
学
費
等
延
納

制
度
に
よ
り
納
入
期
限
を
延
長
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
財
務
課
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　3月15日（金）午後1時より、札幌文化芸術劇場「hitaru（ヒタル）」にて2018年度修了式・卒業式が行われ、大学及び短期大学部、
大学院合わせて1,085名が卒業・修了しました。
　式はオルガンの厳かな前奏から始まり、一同による讃美歌合唱、チャプレンによる聖書朗読と祈祷ののち、卒業証書・学位記授与を
執り行いました。その後、学長、理事長、同窓会長からの祝辞、卒業生代表のことばがあり、学歌演奏、賛美歌、祝祷、後奏をもって
卒業式は終了いたしました。
　閉会後は、ロイトン札幌にて卒業記念祝賀会を行いました。約800名の卒業生が参加し、ビュッフェスタイルの食事を囲みながら、教
職員や友人たちと卒業の喜びを分かち合うにぎやかな祝賀会となりました。

修了式・卒業式、卒業記念祝賀会　開催報告

　後援会では毎年、卒業生と新入生の皆さんに記念品を贈呈しています。
2018年度卒業生には『卒業記念PHOTOBOOK』を贈りました。ゼミや
クラス、サークルの集合写真を中心に掲載し、卒業後も母校の思い出を振
り返ることのできる1冊となっています。
　また、2019年度新入生には『マグボトルとUSBメモリー』を贈りま
した。どちらも本学のロゴと校章がデザインされたオリジナルの製品となっ
ていますので、今後の大学生活の中でぜひご活用ください。

文学部英文学科 斎藤　彩世 専任講師

　2018年度に大学後援会学術出版補助をいただき、この度標記の拙著を
上梓することができました。後援会の皆さまのご支援に深く感謝申し上げ
ます。
　本書はヘンリー・ジェイムズという、19世紀後半から20世紀初頭にか
けて活躍した作家の作品について論じたものです。ジェイムズはその難解
な作風とともに、英米文学に大きな影響を与えた作家として知られていま
す。コスモポリタンの作家として、特定の社会の価値観や多数派の価値観
にとらわれない自由な視点が、彼の作品の大きな魅力です。
　ジェイムズは、19世紀の英米社会が依拠していた「結婚制度」や「異性
愛中心主義」に対しても距離を置いて考察しています。とりわけ同性愛と

は何か、なぜ社会の中で挫かれてしまう
のかといった問題は、ジェイムズにとっ
て重要な課題だったように思われます。
本書は、そのような同性愛にまつわる問
題意識がどのように小説に書き表された
のか、生涯に渡る変遷を追ったもので
す。
　本書が、ジェイムズ作品や文学研究に
関する案内になるとともに、時代や国を
超えて、私たちの人生や社会においても
重要な、「愛の本質」や「ある社会にお
ける支配的な価値観」について考え直す
一助となれば幸いです。

『境界を持たない愛―ヘンリー・ジェイムズ作品の同性愛をめぐって』
後援会からのプレゼント学 術 出 版 の 紹 介

新入生へ

卒業生へ

修了式・卒業式の様子 卒業記念祝賀会の様子

後援会だより_第137号_cc2017.indd   3 2019/05/16   18:13



2019年6月3日 第137号北 星 学 園 大 学 後 援 会 だ よ り （4）

あ と が き

　今年も下表のとおり、地区別父母懇談会を開催します。全体会後には、お子様の前
年度までの修得単位数や評価がわかる「成績通知票」、「授業科目別出席状況」等を
用意し、学科教員と個別面談を行っています。同時に、就職に関する個別相談を就職
支援課にて実施します。地方会場では、昼食を兼ねてご父母同士の懇談の時間もあり
ます。毎年、参加した皆様からは大変好評ですので、今年も多くの方のご参加をお待
ちしております。なお、この地区別父母懇談会はご父母の皆様からの会費により運営
しています。この場を借りて心より感謝申しあげます。
※個人情報の保護に関する法律に従い、学生本人が同意しない場合には、修得単位数や修学状
況に関する情報を保証人にお伝えすることができません。
※詳細につきましては、本学ホームページにてご確認ください。
※学生本人を同席させての三者面談は行いません。
※�大学3・4年次と短期大学部2年次のご父母対象の6月29日（土）札幌地区父母
懇談会の申込締切（6月10日）が近づいております。参加ご希望の方はお忘れ
なくお申込みください。

　右記QRコードから申込フォームにアクセスできます。

2019年度　後援会地区別父母懇談会　開催予定

① 6月29日（土）
札幌地区（1回目）
大学3･4年次対象
短大部2年次対象

北星学園大学　校舎

② 8月24日（土）旭川地区 アートホテル旭川　旭川市7条通6丁目29番地2

③ 8月25日（日）北見地区 ホテル黒部　北見市北7条西1丁目

④ 8月31日（土）帯広地区 ホテルグランテラス帯広　帯広市西1条南11-2

⑤ 9月 1日（日）釧路地区 釧路プリンスホテル　釧路市幸町7丁目1番地

⑥ 9月 7日（土）函館地区 フォーポイントバイシェラトン函館　函館市若松町14番10号

⑦ 9月 8日（日）苫小牧地区 グランドホテルニュー王子　苫小牧市表町4丁目3-1

⑧ 11月 2日（土）札幌地区（2回目）全学年対象　 北星学園大学　校舎

　キャンパス内は、色鮮やかなライ
ラックが咲き、初夏の訪れを感じる
季節となりました。今年も6月29日
（土）から地区別父母懇談会が始ま
ります。多くの方のご出席を心より
お待ちしています。

（後援会事務局　西藤・大山）

募金のご協力に深く感謝申しあげます。

寄付2019年２月１日から4月30日まで（敬称略）

　☆大学・短期大学部（旧教職員･理事・教職員）
　　河野　和枝　　　大山　綱夫　　　酒井　玲子
　　笠松　英雄



北星学園大学教育振興寄付金ご芳名

　北星学園大学後援会は、在学生のご父母、卒業生の
ご父母及び同窓生を会員として構成されており、今年
で設立35年目になります。
　本会の目的は、北星学園大学・短期大学部における
教育、研究活動の充実と発展に寄与することであり、
「北星学園大学・短期大学部のサポーター」として活
動を行っています。一例として、図書館への図書等の
寄贈、教員への学術出版補助、全国学会や学部・学科
等で主催する事業への補助、国際交流経費補助などで
す。学生各種活動補助については、全国大会に出場す
る学生への補助や学生の就職活動支援、大学祭への援
助、奨学金補助、サークル活動で使う備品等の購入も
行っています。
　また、ご父母向けに毎年地区別父母懇談会を道内7会
場（札幌・函館・苫小牧・北見・旭川・帯広・釧路）で
開催し、本学の教育方針やカリキュラムの説明、学生の
修学状況についての個別面談を行っています。ご父母
の皆様に本学を知っていただく良い機会となっていま
すので、多くの皆様のご出席をお待ちしております。
　なお、『後援会だより』は年4回発行
し、会員の皆様に大学の情報をお届けし
ています。大学ホームページからもご覧
いただけます。
　※後援会に関することは右記QRコード
からご確認ください。

2019年度　大学行事予定

4月

1日（月）オリエンテーション（～4月7日）
4日（木）定期健康診断（～6日）4日（木）定期健康診断（～6日）
5日（金）入学式5日（金）入学式
8日（月）履修登録開始（～14日）

前期授業開始

5月

2日（木）学園創立記念日2日（木）学園創立記念日
15日（水）後援会第1回役員会15日（水）後援会第1回役員会
20日（月）スミス・ミッションウィーク（～24日）
25日（土）後援会総会・懇親会25日（土）後援会総会・懇親会

6月

3日（月）『後援会だより』第137号発行
7日（金）体育祭（～8日）
29日（土）第1回札幌地区父母懇談会29日（土）第1回札幌地区父母懇談会

（大学3・4年次、短大部2年次対象）

7月 29日（月）前期授業終了

8月

1日（木）『後援会だより』第138号発行1日（木）『後援会だより』第138号発行
前期定期試験（～8月9日）

24日（土）旭川地区父母懇談会24日（土）旭川地区父母懇談会
25日（日）北見地区父母懇談会
31日（土）帯広地区父母懇談会31日（土）帯広地区父母懇談会

9月

1日（日）釧路地区父母懇談会
7日（土）函館地区父母懇談会7日（土）函館地区父母懇談会
8日（日）苫小牧地区父母懇談会
17日（火）後期授業開始17日（火）後期授業開始
30日（月）前期末卒業式

10月 12日（土）大学祭（～15日）12日（土）大学祭（～15日）
13日（日）ホームカミングデー

10月 31日（木）宗教改革記念講演会31日（木）宗教改革記念講演会
11月 2日（土）第2回札幌地区父母懇談会（全学年対象）

12月
2日（月）『後援会だより』第139号発行
23日（月）クリスマス礼拝
24日（火）年内授業最終日24日（火）年内授業最終日

1月
15日（水）後援会第2回役員会15日（水）後援会第2回役員会
20日（月）後期授業終了
21日（火）後期定期試験（～29日）21日（火）後期定期試験（～29日）

3月

4日（水）卒業者名簿発表4日（水）卒業者名簿発表
12日（木）卒業礼拝12日（木）卒業礼拝
13日（金）卒業式13日（金）卒業式

『後援会だより』第140号発行

2019年度 地区別父母懇談会のお知らせ

　北星学園大学では長期・短期のホストファミリーを募集しております。
　長期ホームステイの場合、受け入れ期間は４月から７月中旬、または９月から12月中旬の各１学期（およ
そ14週間）で、その間の食住費として一定額の補助をさせていただきます。受け入れていただくのは主にア
メリカとカナダからの留学生です。ご登録いただいたご家庭には各学期の前に照会をさせていただき、ご都
合の合う場合に留学生の受け入れをお願いしています。
　短期ホームステイは学期中に一回、週末にイギリス、カナダ、スペイン、スイス、韓国、台湾、中国、インド
ネシアからの留学生を受け入れていただくというものです。長期同様、事前にご都合を照会させていただき
ます。こちらはボランティアでの受け入れをお願いしています。
　どちらの場合も英語等の語学力は必ずしもホストファミリーの条件ではありません。
　ホームステイは留学生にとって日本での留学生活の中で最も貴重な経験の一つとなっ
ています。皆様のご家庭でも留学生を迎えて国際交流をしてみませんか？

北星学園大学 
国際教育課

電話（代表）：（011）891-2731　FAX：（011）891-9550
http://www.hokusei.ac.jp./international/homestay/問合せ先

留 学 生留 学 生ホストファミリーホストファミリー
後援会 とは？

全体会の様子（札幌）

就職相談の様子（旭川）

個別面談の様子（北見）
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